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料と共通する眼題が，かなり多いのに気付く ．私の課題と方法は，こうし
て次第に定着したことに，今も処女的なJf.l，じらいと，内面的な持りを感じ
ている．
鄭在覚先生の御努力で， f韓国仏教全書J全十二巻（1979・1992）が出
るまで，私は若い韓国学者に逢うたび，わが大正蔵や続蔵経に匹敵する，
伝世資料の完全な集大成と，その公聞をたのみつづけた．
始めて逢う金知見さんや，韓基斗さんに対して，私が最初に訴えたのは，
宗密の 「禅源諸詮集J百巻の発見と，その公開出版であった． 「都序J二
巻は，すでに大蔵経その他にある．百巻の本体は，今もなお鈴国の名山大
利に，眠りつづけているはずだと，私は熱っぽく語りつづけた．
北京大学の方広支さんが，教埠関係の禅文献を綜合し，組織的に整理し
て， f禅源諸訟集J百巻を復元しようという，魅力的で遠大な計画をもっ
ている．すでに老境に入ってしまった私は，韓国と北京で同時に， 「禅初、
諸詮集j百巻が出るのを，私かに夢みて醜を忘れるのである．それは決し
て私だけでない，世界の研究者の願いであるはず，
今，駒沢大学に留学中の，韓国仏教の若い研究者が中心になって，続々
と発刊される研究機関誌に，一言を求められた機会に，私の平素の夢をつ
づって，日中韓三国仏教の，新しい未来を祝する次第である目
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日本における韓国仏教の研究は，既に古く 1900年代に入ってから驚く
ほど活発に行われるようになり，以後 100年になる．私が韓国留学生印度
学仏教学研究会の論文集の編集の任に就いて考えたのは，こ うした 100年
間の日本における業績を特集企画としてまとめることであった．当初，留
学生の中に韓国仏教を専門にしたり興味を持つ者が余りにも少ないという
問題に直面したが，一黙会長と圃忠副会長にも色々とお骨折りいただき』
日本人研究者として石井修道先生，福士慈稔先生，佐藤厚先生．橘川智昭
先生の 4人と，韓国人研究者として曹潤鮪先生と私の 2人が執筆すること
に決まった．様々な項目設定によって執筆していくのが理想的であるが，
人数的にも限界があり，今回は禅，唯識，華厳の専門分野と三国時代，高
臨時代，朝鮮時代に分けることにした．
本企画に関しては計6回の会識が開かれ．その過程で各々の担当分野や
執筆方針等について議論した．
まず担当分野については，石井先生，福士先生，橘川先生が，各々の専
門分野である禅，三園時代，唯識をそれぞれ担当するという ことは当初か
ら決定した．他の執筆者はいずれも華厳が専門であり，協議の来，高麗時
代を佐藤先生と私，華厳を佐藤先生と曹先生，朝鮮時代を私が担当するこ
とになった．最善の選択であろうと確信する．
次に，取り上げる論文の範囲については，日本圏内で日本語或いは英語
で発表された韓国仏教の研究論文に限定する．したがって，韓国人留祭生
の論文や韓国内で日本語で著された論文も対象になる．また韓国内で日本
人が著した論文は，可能な範闘で取り上げる程度にした．
第三に， 取り上げる論文の研究者名について，敬称は全て省略するこ
とで統一する．
以上の3点が基本方針となっている．
なお，「韓国仏教Jとか f朝鮮仏教」という表記の問題があるが，いず
れの言葉も日本において現在使用されており，基本的には各執筆者の意向
を尊重した．ただ，韓国では「韓国仏教Jと表すので，曹先生と私が関係
する分野では佐藤先生に許可を得ながら 「線国仏教Jの語を使用した．
それからz各担当分野毎に一応参考目録を付しているが，さらに全体目
録も作成した．これは執筆者6人でカバーしきれなかった分野について，
せめて論文題目・掲載誌名だけでも提示して少しでも有益なものにしたい
と願ったためである．近年発達の著しいインターネットを利用して情報を
検索したり，或いは様々な目録類を調査したり，さらに図書館の書棚で偶
然見つかったものも大事に記録した．そして私の友人である金竜泰氏と鄭
有植氏が一件一件直接論文にあたって確認作業を行い，さらに佐藤先生に
日本語順（アイウエオ順）にして整理をお願いしたものである．
この目録は，論文集八号に提供する予定であたつが，それぞれの雑誌や
審物に関する簡単な説明や，それから線国にいる研究者が日本の文献をお
読みになる際に有益な情報などを追加して，この特集の韓国語版に紹介し
たい．
今回の特集企画は，約一年半の時聞をかけ，執筆者をはじめ，会長，高lj
会長，そして 2人の友人の多大な努力によって生まれた成果である．内容
として未だ不十分な面もあると思われるが，些かでも韓国仏教の研究者に
貢献できることを願っている．
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日本の世界第二次戦争の敗戦によって，日本は1945年8月，ポツダム宣言
を受諾した．朝鮮半島は38度線で南北に分断され，北鮮はソ連軍，南鮮は
アメリカ~が進駐し，不幸な状態は今日まで及んでいる．韓国の人達にと
っても朝鮮半島の統一は悲願であり，南北対話の新しい動きがはじまり21
世紀を迎えようとする今日，その実現の一日でも早いことを一人の日本人
として望んでいる．
ところが，韓国に最も近いところに住んでいる日本の我々が，この朝鮮
半島の歴史と文化に対して知っていることは極めて少なく，仏教史につい
ても近年の研究は決して多くはない 日本に留学している仏教の研究者が
集い，韓国留学生印度学仏教学研究会を結成し，互いに研究成果を発表す
る場を持っている．その主な成果報告として『韓国仏教学SEMINAR』
6(1995）を発行し，既に第7号（1998）を出版している目その研究会の会長に駒
海大学大学院博士課程の朴点淑（一黙）氏が，副会長に金鍾旭（園忠）氏が就任
した 今年度は駒海大学が当番というのである．私が金氏の学部の卒業論
文を指導した因縁もあり，是非と も柳田聖山先生に 「巻頭言Jを依煩して
欲しいとのことであり，また，今回発行の研究会の論文集に執筆して欲し
いと依頼され，その特集号の発行の相談に釆・って欲しいとたのまれた．前
者の件はすんなりと事が運び，驚くほどの早さで柳田先生よ り f巻頭言J
を頂戴することができた．後者については，選ばれた内容は，日本語で普
かれた韓国仏教に関する研究の著書や論文を紹介し，その研究史をまとめ
るということになった．
考えてみれば，筆者は金氏の卒論指導をした縁はあるものの韓国仏教の
研究は全く成果を残してはいないし，その任にないことは明確であった．
